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2.公開講座
　当センターでは、一般の方および保健医療福祉専門職の方を対象とした公開講座を毎年度開催しています。 
時勢やニ ズーに合わせたテーマ、また地域の専門職からの要望の高いテーマを取り上げ、2017 年度は公開講座 2
回と、公開 web 講座 1 回を実施しました。
1 公開講座①
1.	概要
タイトル：介護福祉実践とスピリチュアルケア～介護福祉の奥深さ、幅広さ、魅力を再発見する～
日    時：2017 年 7月 29 日（土）13 時 00 分～ 15 時 00 分
講    師：佐々木炎氏（NPO 法人ホッとスペ スー中原代表理事、主任介護支援専門員、牧師）
対    象：一般の方
参 加 者：75 名（定員 100 名）
アンケ トー回収：62 件
2.	参加者職業内訳（合計75名）	
保健医療福祉の
専門職
30 介護福祉士、社会福祉士、
精神保健福祉士、看護師、
生活支援員、医師等会社員 7
本学教員 5
学生 5
自営業 4
公務員 2
その他 17
未記入 5
3.	アンケート結果
設問1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「スピリチュアルケアとはどのようなものか興味があったので」、「介護の奥深さ、魅力について知りたかった」
など、講座のテーマに関心があり参加された方が大半を占めた一方、「家族の介護をする上で参考になればと思っ
たので」、「日々の業務の中で活かせることがあればと思ったので」といった日常へのヒントを求めて参加された
方もいらっしゃいました。
設問2・3　目的は達成できましたか？　その理由
　94％の方が「大いに達成できた」または「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「具体例を通し
てスピリチュアルケアの本質を理解することができた」、「行為としての介護に追われ忘れていた寄り添う気持ち
を思い出すことができた」、「介護を実践する日々を励まされ、勇気づけられる内容だった」という好意的なコメ
ントを多くいただきました。
設問4　	今回のセミナーの感想
　「介護に関わる人間としてこれからの実践をしていかなくてはならないことを学ばせてもらった」、「困っている人
を見つけたらその人と一緒に悩んであげる大切さを知った」など、多くのことを学び取っていただけたようでした。 
また、「明るくて元気な講師で、話の展開・テンポが良かった」、「聞くというよりも会場全体が参加する形の講座だっ
たのが良かった」という意見も寄せられました。
保健医療福祉
の専門職
40％
会社員
9％
本学教員 7％
学生 7％
自営業 5％
その他
23％
未記入 7％
公務員 2％
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 　　　 公開講座の様子
2 公開講座②
1.	概要
タイトル  ： 「がんとともに、その人らしく生きる」を支える
日  　時：2017 年 11 月18 日（土）13 時 30 分～ 16 時 30 分
講  　師：看護学部　井上菜穂美准教授
シンポジスト：大木純子氏（聖隷三方原病院 がん看護専門看護師）
　　　　　　 島田綾子氏（聖隷浜松病院 社会福祉士）
　　　　　　木村幸子氏（訪問看護ステーション三方原 緩和ケア認定看護師）
対  　象：一般の方
参 加 者：40 名（定員 100 名）
アンケ トー回収：31 件
2.	参加者職業内訳（合計40名）
保健医療福祉の
専門職
13 看護師、相談員、介護福
祉士、介護職、精神保健
福祉士等会社員 7
学生 2
自営業 3
無職 4
その他 5
未記入 6
保健医療福祉
の専門職
32％
会社員
17％
学生 5％
自営業 8％
無職
10％
その他
13％
未記入
15％
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3.	アンケート結果
設問1.　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「身内にがん患者がおり、どのようなサポ トーをしていけるか知りたかった」、「自分ががん患者で、今後の生
活の参考になればと思い」という当事者やその家族に多く参加いただきました。また、「がん患者と関わる仕事
をしているので参考になればと思い」という方や「二人に一人ががんになる時代となり、がん患者になった場合
の生き方、考え方、心構えについて考える機会としたいと思ったので」という今後に備えてという方にも参加い
ただきました。
設問2・3　目的は達成できましたか？　その理由
　57% の方が「大いに達成できた」または「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「がんに関する
国の施策や最新の情報が得られてよかった」、「がん患者やその家族に対する支援が充実していることを知り、
一人で悩まなくてもよいのだと思った」という意見が多く寄せられました。一方で、「制度が整っているのはわかっ
たが、それらの周知が不十分である」、「がん患者に関わる現場で役立つことが聞けると思った」、「MSWとして
の関わりについてもっと聞きたかった」という意見も寄せられました。
設問4　今回のセミナーの感想
　「がん患者、サバイバーとして希望が持てるお話が多かった」、「がんと診断される前の心構えができた」とい
う意見や、「新しいシステム、情報を得ることができてよかった」、「就労支援については今後の職場内でのアド
バイスに役立つ」という感想をいただきました。また、「シンポジウムの時間を多めにとっていただき、より具体
的な意見を伺いたかった」「もっと事例などがあったら嬉しい」という内容・進行に関する意見も寄せられました。
 シンポジウムの様子
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3 公開web講座
タイトル：公開 web 講座「加齢と自動車運転」
公開方法：YouTube（限定公開）による動画配信
第 1 回：法制度と自動車運転
公開期間：2017 年 8 月 28 日から 2018 年 1 月 31日
講師：リハビリテーション学部作業療法学科助教　建木健
再生回数：272 回
第 2 回：身体機能と自動車運転
公開期間：2017 年 9 月1日から 2018 年 1 月 31日
講師：リハビリテーション学部理学療法学科准教授　吉本好延
再生回数：224 回
第 3 回：認知機能と自動車運転
公開期間：2017 年 10 月 2 日から 2018 年 1 月 31日
講師：リハビリテーション学部言語聴覚学科教授　佐藤順子
再生回数：114 回
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